
はしご車に乗ったよ�
渋川駅前通りで10月23日に開催された歩行者天国。消防本部では、防火啓発事業として、子供を対象にはしご車�
乗車体験を実施しました。当日は大勢の子供たちが防火衣を身にまとい、小さな消防士さんに変身しました。�

2011年12月15日�

広域だより�
発行：渋川地区広域市町村圏振興整備組合　総務課�
構成市町村：渋川市・吉岡町・榛東村�

・救急車の適正利用にご協力を……２�

・消火器の規格が改正されました…４�

・防火ポスターコンクール…………５�

�

目　次〈主な内容〉�
・組合の財政事情……………………６�

・放射能濃度測定結果のお知らせ…７�

・インフォメーション………………８�
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群
馬
県
内
の
診
療
可
能
病
院
を
電
話

で
、
案
内
し
ま
す
。

案
内
を
受
け
た
医
療
機
関
に
行
か
れ

る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
で
確
認

し
て
か
ら
受
診
し
て
下
さ
い
。

●
診
療
時
間

毎
日
午
後
７
時
か
ら
午
後

11
時

●
診
療
科
目

初
期
診
療：

内
科
、外
科
、

小
児
科

●
電
話
番
号

牲
２
３
ー
８
８
９
９

※
夜
間
急
患
診
療
所
は
、
渋
川
市
福
祉
庁
舎

（
渋
川
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
）
の
１
階
に
あ
り
ま
す
。

状
況
を
冷
静
に
判
断
し
、
適
切
な
救
急

要
請
を
す
る
こ
と
が
、
多
く
の
救
え
る
命

を
確
実
に
救
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

●「
緊
急
性
の
高
い
病
気
や
け
が
」

こ
ん
な
時
は
た
め
ら
わ
ず
に
１
１
９
番

・
意
識
・
呼
吸
が
な
い
、
呼
吸
困
難

・
激
し
い
頭
痛
、
腹
痛
、
胸
痛

・
頭
を
強
打
し
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い

・
け
い
れ
ん
が
止
ま
ら
な
い
、
硬
直
し
て

い
る

・
強
い
吐
き
気

・
大
量
の
出
血
を
伴
う
外
傷

・
広
範
囲
の
や
け
ど

・
交
通
事
故
、
高
所
か
ら
の
転
落
、
水
難

事
故

※
そ
の
他
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
場
合

●
救
急
車
の
誤
っ
た
利
用
例

・
今
日
は
入
院
日
だ
か
ら

・
自
家
用
車
が
な
い
か
ら

・
救
急
車
だ
と
無
料
だ
か
ら

・
自
分
で
病
院
を
探
す
の
が
面
倒
だ
か
ら

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
と
搬
送
人

員
数
は
、
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
救
急
車
の
出
動
原
因
を
統
計
的
に
見

て
み
る
と
、
緊
急
性
の
低
い
軽
症
の
ケ
ー

ス
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
、
緊
急
性
の
低
い
出
動

が
増
え
て
く
る
と
、
重
症
患
者
へ
の
対
応

が
遅
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

夜間急患診療所

PP
P

（主）
高
崎
・
渋
川
線�

至沼田�

渋川市役所�

�

至高崎�

渋
川
駅�

渋川市福祉庁舎�

至
伊
香
保� 市役所正面入口� 市役所通り� 熊野東�

�
�

夜
間
の
急
な
発
熱
や
け
が
な
ど
に

夜
間
急
患
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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渋川広域消防本部では、平成16年3月
に運用を開始した高機能消防指令センタ
ーの一部更新工事（主にコンピューター
系機器）を実施しました。
年々、複雑多様化する各種災害や増加

する救急需要に対応し、より迅速で正確
な災害受信や出動指令が行えることを目
的に更新したものです。
緊急時に住民皆さまのもとに、より速

く消防車や救急車が到着することが可能
となり、各種災害による被害の軽減に役
立ちます。
今後はこの高機能消防指令センターを

有効に使用し、さらなる安全・安心の地
域作りを目指します。

▲一部更新された高機能消防指令センター

▲消防指令装置を操作する職員
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渋
川
広
域
消
防
本
部
で
は
、

渋
川
市
と
合
同
に
よ
り
、
子
持

山
登
山
道
に
52
枚
の
道
標
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
災
害

発
生
時
に
い
ち
早
く
現
場
を
特

定
す
る
こ
と
に
役
立
て
る
た
め

で
す
。

子
持
山
で
道
に
迷
っ
た
り
、

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合

は
、
近
く
の
道
標
の
番
号
を
電

話
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
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�

�

▲救急活動訓練を視察する安田さん

▲消防職員の服装等を点検する大澤さん

９
月
８
日
、
榛
東
村
健
康
保
健
課

保
健
師
　
安
田
　
睦
さ
ん
に
一
日
救
急

隊
長
を
務
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
救
急
の
日
（
救
急
医

療
週
間
）
に
合
わ
せ
て
、
多
く
の
人
に

救
急
業
務
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
安
田
さ
ん
に
は
、
救
急
活
動
の

訓
練
等
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
９
日
、
渋
川
市
伊
香
保
地

区
自
治
会
連
合
会
　
会
長

大
澤
　
歳
男

さ
ん
が
一
日
消
防
長
を
務
め
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
期
間
（
11
月
９
日
か
ら
15
日
）
に

合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
火
災

予
防
思
想
の
普
及
を
図
り
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
及
び
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
、
大
澤
さ
ん
に
は
、
伊
香
保
石

段
広
場
周
辺
で
実
施
し
た
火
災
想
定
訓

練
を
見
て
い
た
だ
き
、
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲伊香保石段広場で行われた火災想定訓練
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●
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
事
業

渋
川
地
区
広
域
圏
が
一
体
と
な
っ
て
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
行

う
た
め
、
広
報
「
広
域
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、
圏
域
の
行
政
情
報
を
提
供

し
ま
し
た
。
ま
た
、
構
成
市
町
村
の
特
徴
あ
る
緑
化
お
よ
び
花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
助
成
等
を
行
う
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ワ
ー
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
に
お
い
て
、
住
民
の
皆
様
に

対
し
、
検
索
性
が
高
く
利
用
し
や
す
い
こ
と
等
を
目
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
ま
し
た
。

●
救
急
医
療
事
業

休
日
在
宅
当
番
医
制
、
歯
科
在
宅
当
番
医
制
、
病
院
群
輪
番
制
お
よ
び

夜
間
急
患
診
療
所
を
渋
川
地
区
医
師
会
と
渋
川
北
群
馬
歯
科
医
師
会
の
協

力
を
得
て
実
施
し
、
地
域
住
民
の
常
時
診
療
体
制
の
確
立
に
努
め
ま
し
た
。

●
火
葬
場
・
斎
場
事
業

圏
域
住
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
を
め
ざ
し
て
、
渋
川
広
域
斎
場
「
し

ら
ゆ
り
聖
苑
」
の
管
理
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

●
ご
み
処
理
事
業

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
み
処
理
業
務
の
充
実
を
図
る
た
め
、
す
べ
て

の
祝
祭
日
（
年
末
年
始
お
よ
び
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の
ご
み
受
入
を
実

施
し
、
各
設
備
の
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
稼
働
後
18
年
目
に
入
り
、
付
属
機
器
等
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
破
砕
機
の
更
新
工
事
ほ
か
、
各
種
機
器
の
補
修
を
行
い
ま

し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
に
お
い
て
、
び
ん
類
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
資
源
化

に
努
め
ま
し
た
。

●
し
尿
処
理
事
業

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
処
理
業
務
の
遂
行
に
万
全
を
期
す
る
た

め
、
二
次
処
理
設
備
、
脱
臭
装
置
等
の
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

汚
泥
処
理
に
つ
い
て
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
を
行
い
、
そ
の
適
正
処
理

に
努
め
ま
し
た
。

●
消
防
救
急
事
業
　

圏
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
各
種
火

災
予
防
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

救
急
救
命
士
の
養
成
を
行
い
ま
し
た
。

車
両
で
は
、
老
朽
化
し
た
北
１
号
車
（
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

を
更
新
し
、
消
防
力
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

●
教
育
関
係
事
業

圏
域
住
民
の
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
、

広
域
圏
プ
ー
ル
な
ど
の
運
動
施
設
の
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

主
要
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

６
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●清掃センター　牲23－0460�
　12月31日（土）から１月３日（火）まで休みになります。�
�
●環境クリーンセンター　牲23－3007�
　し尿汲み取りの許可業者は下記のとおり休みになります。�
　年末のし尿汲み取りは、早めに許可業者へ依頼をしてください。�
�
　　�
�
�
�
�
�
�
�
●しらゆり聖苑（火葬場・斎場）　牲30－3331�
　１月１日（日）から１月３日（火）まで休みになります。�
　火葬式場の予約は、上記休みに関係なく24時間電話で申
　込ができます。�
　小動物の火葬予約は、午前8時30分から午後5時15分まで
　です。�

�

� 　平成22年度に実施した最終処
分場建設に伴う生活環境影響調査
の、縦覧及び意見書の受付を行い
ました。結果は以下のとおりです。�
●縦覧期間�
　平成23年６月１日から�
　平成23年６月30日まで�
●縦覧場所�
　（１）渋川地区広域市町村圏振興�
　　　整備組合　事業課�
　（２）渋川地区広域圏�
　　　清掃センター�
　（３）渋川市小野上総合支所�
　　　市民福祉課�
●縦覧者　２名�
●意見書の提出期間�
　平成23年７月１日から�
　平成23年７月14日まで�
●意見書の提出　なし�

�

�

�

●平成23年10月１日より家庭ごみの直接搬入が有料になりました�
　◆ごみ処理手数料　20キログラムにつき300円�
　◆一般家庭ごみを直接持ち込みされる場合は、お住まいの住所が確認できる運転免許証等を必ず持参し、
　　受付へ提示してください。�
　◆搬入できる時間は、午前8時30分から午後4時30分（１２時から１時を除く）までですが、午前中は12時、
　　午後は４時３０分には退場できるよう余裕をもって、搬入してください。�

●年末のごみの持ち込みについてのお願い�
　年末は、家庭や事業所から持ち込まれるごみの量が非常に多くなり、搬入車両の大渋滞がおこりますので、
　「早めの搬出」にご協力をお願いするとともに、少量の家庭ごみの場合は、ごみステーションへの搬出をお
　願いします。�

●ソファー及びスプリング入りマットレスの出し方�
　清掃センターに持ち込まれる際は、必ず中にスプリングが入っていないことを確認してください。�
　スプリングが入っていた場合は、スプリングを取り外してください。�
　取り外してあれば、スプリングも含め受け入れ可能です。�
　※スプリングの入っているものについては、持ち帰りとなりますので注意してください。�

　※伊香保運送(有)については、伊香保地区内、(有)群馬サポートに�
　　ついては、榛東村地内の汲み取りとなります。�
�
�
�
�

許可業者名� 電話番号� 休業日�

（有）渋川衛生社�

（有）関東清掃社�

伊香保運送（有）�

（有）北群馬衛生社�

（有）群馬サポート�

�

牲22-0923�

牲22-0294�

牲72-2434�

牲54-2768�

牲54-2322

12/29－1/4�

12/29－1/4�

12/29－1/3�

12/29－1/5　�

12/28－1/4

�

発行：渋川地区広域市町村圏振興整備組合　総務課�
　　　〒377-0007 渋川市石原1434-1（　0279-60-5200)�
　　　http://www.sknet.or.jp/ 【再生紙を使用しています】


